
，圃・司

京編
大喜
公員
共レ
ポ

捜 l
業】

セ
レ
本ク
誌シ
編ヨ
集ン
委
員

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
で
は
、

公
共
的
な
役
割

売
担
う
高
度
専
門
職
業
人
や
育
成
す
る
た
め
、

法
学

政
治
学

・
経
済
学
・
経
営
学
青
有
機
的
に
結
合
し
た
科

目
、
実
務
経
験
者
に
よ
る
具
体
的
事
例
脅
素
材
と
し
た

科
目
、
公
共
的
世
界
や
原
理
的

・
暦
史
的
視
点
か
ら
展

望
す
る
科
目
な

E
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
権
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ど
の
授
業
点
、
そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
深
く
、

知
的
好
奇
心
脅
刺
激
さ
れ
、
将
来
の
進
路
に
左
っ
て
私

有
格
な
ホ
の
ば
か
り
で
あ
る
。

本
企
画
は
、
数
あ
る
本
大
学
院
の
授
業
の
な
か
で
点
、

特
に
、
本
大
学
院
の
特
向
、
た
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
県
わ

れ
る
名
一
時
業
所
編
集
季
昌
の
独
断
ル
」偏
見
で
漢
び
、

く
世
間

一
般
に
紹
介
す
る
ホ
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
提

業
は
、

ま
き
に
京
大
公
共
政
策
大
学
院
に
お
け
る

熱
教
室
」

で
あ
る
。
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〈
日
本
政
治
外
交
(
伊
藤
之
雄
教
授
)
〉

権
業
の
濃
密
き
に
お
い
て
、
伊
藤
之
雄
教
権
の

本
政
治
外
受
」

の
右
に
出

る
ホ
の
は
無
い
。
毎
年
、

日
本
の
肝
現
代
更
に
関
心

の
あ
る
辛
牛
一
が
受
講
す
る
、

知
る
人
、
ぞ
知
る
名
権
業
だ
。

こ
の
権
業
で
は
、
主
に

明
治
か
ら
昭
和
ま
で
の
一冗

老
や
天
皐
等
、
好
代
日
本

世
に
苓
場
す
る
人
物
に
着
目
し
た
書
物
所
毎
澗
読
み
、

学
止
し
の
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
号
、
私
と
に
議
論
が
行
わ
れ

る
。
伊
藤
悼
文
や
山
県
有
朋
、

西
園
寺
公
望
等
の
元
老

昭
和
天
皐
が
い
か
に
し
て
苛
代
日
本

青
導
者
、
、
そ
し
て
後
継
者
に
継
承
し
て
い
っ
た
の
か
脅

明
ら
か
に
す
る
こ
土
が
こ
の
授
業
の
本
旨
だ
。

津
や
明
治
天
息
、

権
業
で
川
字
社
しが
課
頴
図
書
の
要
約
半
併
発
表
す
る
が
、

発
表
や
聞
台
な
が
ら
小
き
く
領
く
伊
藤
教
権
の
次
官
が
印

象
的
だ
。
発
表
の
後
に
学
止
しと
教
一
時
で
議
論
が
行
わ
れ

る
が
、
議
論
が
白
熱
し
、
掩
業
終
了
予
定
時
間
後
に

一

時
間
以
上
私
話
が
尽
宍
な
い
こ
ル
」ホ
あ
る
。

広

掩
業
で
扱
う
書
籍
の
中
で
ホ
特
筆
す
べ
去
、
は
、
伊
藤

教
師
慢
の
著
作
で
あ
る
『
伊
藤
博
文
』
(
講
談
社
)
だ
。
六

0
0
ペ
ー
ジ
売
超
え
る
こ
の
力
作
は
、
一
時
業
で
は
コ
一回

白

に
分
け
て
扱
わ
れ
る
。

一
次
資
料
品
作
縦
横
無
尽
に
駆
使

し
、
伊
藤
博
士
の

「剛
躍
強
直

(
強
く
厳
し
く
正
直
)
」

な
人
間
像
、
於
浮
台
彫
り
に
し
た
こ
の
著
作
は
、

ま
さ
に

日

伊
藤
博
文
の
「
正
伝
」
左
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
「
憲
法
政

治
」
(
立
黒
政
治
)
の
実
現
土
い
う
理
余
に
某
づ
く
政
治

売
推
し
進
め
、

肝
代
日
本
の
礎
脅
築
い
た
伊
藤
博
文
の

件
情
福
州
、
た
た
ど
る
こ
と
は、

現
代
の
政
治
脅
老
え
る
う
え

で
私
有
格
な
一示
唆
脅
与
え
て
く
れ
る
。

政
治
外
受
吏
に
と
ど

主
ら
な
い
。
京
大
か
ら
出
町
柳
駅
へ
向
か
う
涼
中
に
あ

一
時
業
、
た
涌
じ
て
知
る
事
実
は、

る
豪
邸
が
、
最
後
の
一冗
老
で
あ
っ
た
西
園
寺
公
望
の
別

邸
で
あ
り
、

日
本
政
治
の
舞
台
に
苓
場
し
た
こ
土
は
、

こ
の
権
業
売
取
ら
な
け
れ
ば
、
会
ぃ
く
知
ら
な
い
ま
ま
卒

業
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
代
で
は
戚

厳
あ
る
君
主
ル
」
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

一
般
的
で
あ
る
明
治

で
は
蝋
燭
の
灯
、
於
消
し
て
女
中

た
困
ら
せ
て
面
白
が
っ
て
い
た
と
の
記
述
が
伊
藤
教
権

天
皇
が
、
奥

(
内
陸
)

の
著
作
の
『
明
治
天
皐
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一
層
)
に
あ
る
。

伊
藤
教
権
が
制
度
で
は
な
く
個
人
に
焦
点
弁
当
て
て
暦

史
や
研
究
し
て
い
る
か
ら
こ
ぞ
、
現
代
の
イ
メ
ー
ジ
シ
」

は
異
な
る
人
物
像
、
於
浮
台
上
が
ら
せ
る
事
が
出
来
る
の

だ
ろ
う
。

「
日
本
政
治
外
受
」

は
、
陪
虫
や
外
受
に
興
味
の
あ

る
学
牛
に
と
っ
て
、

肝
代
国
家
た
る
日
本
が
い
か
に
し

て
作
ら
れ
、

主
た
、
権
力
者
た
ち
が

E
ん
な
こ
左
に
悩

み
な
が
ら
日
本
の
暦
生
青
切
り
拓
い
て
い
っ
た
の
か
奇

知
る
こ
土
が
で
台
る
唯

一
無
二
の
権
業
だ
。
伊
藤
教
権

の
著
作
売
読
み
な
が
ら
、

国
運
脅
賭
け
た
重
要
な
政
策

決
定
に
際
し
て
指
導
者
津
の
決
断
ま
で
の
渦
程
や
た
ど

5

現
代
の
政
策
決
定
渦
程
、
青
学
ぶ
公

寸

っ
て
い
く
こ
左
は
、

同
s
s
q
b』
.SNEh句作
柄
、

-Fbbえ
え
む
も
て
ぬ
HbbHSR



公共空間

共
政
策
大
学
院
の
学
牛
に
ル
」
っ
て
ホ
貴
重
な
経
験
と
な

る
は
ず
だ
。
高
校
牛
の
時
に
学
ん
だ
日
本
生
が
、

こ
の

十
数
回
の
掩
業
中
に
大
台
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
請
け

合
い
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
伊
藤
之
雄
教
権
た
伊
藤
構

文
の
子
孫
で
は
な
い
か
と
勘
違

い
す
る
学
牛
が
見
ら
れ

る
が
、
福
井
出
身
の
伊
藤
教
授
は
伊
藤
博
文
土
の
聞
に

血
縁
関
係
は
な
い
そ
う
だ
。
し
か
し
、
ぞ
う
黒
わ
せ
る

如
何
に
、
伊
藤
構
文
台
は
じ
め
と
す
る
暦
世
上
の
人
物
へ

の
伊
藤
教
権
の
替
着
が
戚
じ
ら
れ
る
権
業
で
あ
る
。

(文
青

野
口
裕
明
)

^ ;; c i吉 s 
子
予
力量
ノレ で
7 丞

重要
言語

亘書
慌 晴
:教
主授
蒔 )

令
里子
で
ヰ、
イコ

と
や
る
べ
女
ニ
ル
」
が
あ
る
の
で
は
」

学
力
向
上
の
た
め
だ
け
の
、

三
五
入
学
級
な
の
か
」

「
自
動
化
ゲ

l
ト
会
コ
一倍
に
す
る
土
い
う
が
、
な
ぜ

三
一倍
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」

各
要
求
腕
策
に
対
し
て
、
厳
し
い
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
る
。

「
C
S
予
箪
と
政
策
分
析
」
の
樺
揮
事
業
仕
分

け
の

コ
マ
だ
。

人
数
や
時
間
は
実
際
の
ホ
の
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
だ
が
、
議
論
の
官
は
本
家
に
勝
石
、
ど
ホ
劣
ら

な
い
白
熱
し
た
ホ
の
で
あ
っ
た
。

「
C
S
予
算
土
政
策
分
析
」

は
、
公
共
政
策
の
実
姉

に
不
可
欠
な
予
箪
編
成
脅
体
験
的
に
学
ぶ
、

ケ
ー
ス
ス

タ
デ
イ
の
一
科
目
で
あ
る
。
実
際
の
予
算
編
成
に
即
し

た
樺
擬
編
成
、
そ
院
牛
が
行
う
と
い
う
ロ

l
ル
プ
レ
イ
中

模櫨事業仕分けの様子

心
の
掩
業
で
あ
る
、
ど
こ
ろ
に
本
権
業
の
特
命
い
が
あ
る
。

冒
頭
の
樺
擬
事
業
仕
分
け
点
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の

一
環

で
あ
る
。
授
業
は
、
現
実
の
予
箪
編
成
の
動
台
土
リ
ン

ク
し
て
進
め
ら
れ
、
最
終
的
に
本
一
時
業
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

予
箪
案
が
策
定
さ
れ
る
。

本
掩
業
、
そ
担
当
す
る
楠
喜
晴
教
権
は
、
ギ
計
局
ギ
杏
、

大
臣
官
房
会
計
課
長
な
Y
」
彩
服
山
任
し
、
予
箪
編
成
に
浩

詣
が
深
い
財
務
省
出
身
の
実
務
家
教
昌
で
あ
る
。
ぞ
の

経
験
か
ら
紡
、
宍
だ
き
れ
る
コ
メ
ン
ト
は
、
合
蓄
に
富
み
、

予
箪
編
成
の
何
た
る
か
争
学
牛
に
教
え
て
く
れ
る
。

権
業
で
は
、

マ
ク
ロ
編
成
、

¥
ク
ロ
編
成
要
求
側、

れ
チ

l
ム
内

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、

チ

ム
同
士ぞ
のれ
折ぞ、

16-

ミ
ク
ロ
編
成
杏
定
側
の
三
チ

l
ム
に
分
か
れ
、

衝
な
Y
」
売
繰
り
返
す
こ
と
ど
な
る
。

マ
ク
ロ
編
成
チ

l

ム
は
、

困
家
戦
略
窒
の
立
場
、
ど
し
て
、

現
実
の
予
算
編

成
に
あ
わ
せ
、

予
箪
の
マ
ク
ロ
フ
レ
ー
ム

売
組
む
と
と

ホ
に
、
法
人
税
減
税
や
子

rホ
手
当
の
扱
い
な
Y
」、
期
す

年
唐
予
箪
の
ギ
専
問
頴
脅
検
討
す
る
。
ミ
ク
ロ
編
成
事

求
側
は
、
さ
ら
に
小
チ

l
ム
に
分
か
れ
、
各
自
の
関
心

に
従
い
、
特
定
の
政
策
課
頴
に
つ
い
て
独
自
の
柿
策
弁

予
箪
要
求
争
行
う
。

二

O
一
(
U
年
唐
の
授
業

立
案
し
、
厚
生
じ
労
働
、
文
部
科
学
、

l
ム
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

司
法
・
警
察
の
コ
一チ

で
は
、

「医
療

・
介
護
分
野
に
お

「少
人
数
学
級
の
推

け
る
電
子
カ
ル
テ
標
準
化
事
業
」
、

進
に
よ
る
学
力
向
上
」
、

訪
日
旅
行
促
進
事
業
に
あ
わ

せ
た
入
閏
管
理
行
政
の
推
進
」

箪
要
求
争
行
っ
た
。
ミ
ク

ロ
編
成
杏
定
側
チ

l
ム
は
、

要
求
側
の
各
チ

l
ム

の
各
姉
策
に
つ
台
、

予

財
務
省
中
計
局
の
立
場
と
し
て
、

売
担
当
し
、

杏
定
、
そ
行
う
。

楠
教
権
は
、
折
に
触
れ
て
、
「
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
」
売

指
摘
す
る
。
そ
の
一
つ
に
、
「
予
箪
は
、
件
格
・
人
柄
・

人
間
件
が
出
る
」
と
い
う
ホ
の
が
あ
る
。
杏
定
側、

要

求
側
、
ど
ホ
に
、
予
算
売
め
ぐ
る
を
渉
の
な
か
で
、
そ
の

人
の
件
格
や
能
力
が
に
じ
み
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

理
詰
め
で
攻
め
る
杏
京
坦
当
者
ホ
い
れ
ば
、
ね

ち
ね
ち
ル
」
精
神
的
に
追
い
払
む
杏
定
担
当
者
ホ
い
る
。

は
っ
た
り
脅
か
主
す
要
求
担
当
者
ホ
い
れ
ば
、

あ
る
。

主
た
、



杏
定
側
に
易
々
ル
」
屈
す
る
要
求
担
当
者
ホ
い
る
。
予
箪

折
衝
と
い
っ
て
ホ
各
人
各
様
で
あ
る
こ
と
奇
、
受
講
牛

は
ロ

l
ル
プ
レ
イ
売
点
っ
て
体
戚
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
授
業
に
つ
い
て
、
あ
る
受
講
牛
は
、
「
苦
し
い
予

算
折
衝
脅
体
験
し
て
、

こ
れ
か
ら
公
務
昌
と
し
て
政
策

脅
企
画
立
案
し
て
い
く
こ
土
が
怖
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
売
機
に
ホ
つ
左
鮎
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
左

田
川
い
た
新
た
に
し
て
い
た
。
主
た
、
本
一
時
業
所
、
常
っ
か

け
に
、
杏
定
担
当
弁
目
指
ぞ
う
と
い
う
志
所
持
っ
た
号

講
牛
ホ
い
る
。
単
な
る
ロ

l
ル
プ
レ
イ
と
あ
な
ど
る
こ

と
な
か
れ
。
本
権
業
は
、

将
来
の
進
路
売
ホ
左
右
す
る

泊
真
の
一
時
業
な
の
で
あ
る
。

(文
青

長
谷
川
智
生
)

〈
政
治
哲
学
古
典
講
読
(
小
野
紀
明
教
授
)
〉

「政
治
哲
学
士
円
典
講
読
」
で
は
、
毎
年
、
ロ
ッ
ク
『
統

治
二
論
』
第
三
者

「政
治
的
統
治
に
つ
い
て
」
(
岩
波
書

庖
)
や
ル
ソ

l
『
社
会
契
約
論
』
(
岩
波
書
庄
)
と
い
っ

た
政
治
哲
学
の
士
円
典
売
講
読
し
て
い
る
。

二
O
一
(
U
年

唐
は
、

ト
ク
ヴ
イ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

第
二
春
上
下
(
岩
波
書
庖
)
売
講
読
し
た
。
本
相
官
業
は
、

公
共
政
策
に
関
わ
る
士
円
典
の
テ
キ
ス
ト
脅
熟
読
し
、

論
す
る
こ
ル
」
で
ぞ
の
現
代
的
責
義
や
探
る
ニ
ル
」
売
目
的
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と
し
て
い
る
。
受
講
牛
は
、

少
人
数
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
、
大
半
が
二
年
止
し
で
あ
り
、

本
権
業
所
涌
じ
て
、

自
ら
の
将
来
の
職
務
や
目
標
と
い
っ
た
ホ
の
左
向
会
ム
円

い
、
真
剣
に
者
え
よ
う
土
し
て
い
る
。

木
村
慢
業
脅
担
当
す
る
の
は
、
小
野
紀
明
教
権
で
あ
る
。

小
野
教
掩
は
、

西
洋
政
治
県
相
生
青
専
問
、
ど
し
、

本
大

学
院
の
名
物
権
業
の

一
つ
で
あ
る

「
現
代
規
範
理
論
」

ホ
担
当
し
て
い
る
。
小
野
教
権
は
、

本
一
時
業
の
よ
う
な

一
見
実
務
に
直
結
し
な
い
権
業
が
公
共
政
策
大
学
院
に

存
在
す
る
こ
左
は
、
異
例
だ
と
繰
り
返
す
。
し
か
し
な

が
ら
ぞ
の
背
後
に
は
、

こ
の
一
時
業
所
涌
し
て
、

目
先
の

ニ
ル
」だ
け
に
捉
わ
れ
る
の
で
な
い
長
期
的
で
備
轍
的
な

視
野
争
身
に
着
け
、

今
後
私
た
ち
が
公
共
的
職
務
に
就

く
に
あ
た
っ
て
の
道
し
る
べ
に
し
て
ほ
し
い

k
い
う
煮

小
野
教
権
は
、
士
円
典
、
於
講
読
す
る
際
の

熊
度
、
ど
し
て
、
古
典
が
書
か
れ
た
時
代
に
即
し
た
視
点
、

図
が
見
え
る
。

現
代
的
に
据
え
直
す
視
点
の

こ
っ
た
持
っ
て
講
読
し
、

厭
川
市
史
的
な
文
脈
の
中
に
あ
り
な
が
ら
ホ
現
代
に
ホ
涌
じ

る
問
頴
や
示
唆
所
見
つ
け
る
こ
土
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
一
八
四

O
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク

ラ
シ

l
』
第
三
者
で
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
某
づ
い
た

具
体
的
な
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制
度
や
法
律
制
唐
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
た
第

一
春
、
ど
は
赫
奇
異
に
し
、
デ
モ
ク
ラ

議

シ
ー
が
ア
メ
リ
カ
人
の
戚
情
・
煮
見
・
習
俗
に
及
ぼ
し

た
影
響
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
デ

モ
ク
ラ
シ

l
社
会
、
ど
貴
族
制
社
会
が
比
較
検
討
さ
れ
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
功
罪
が
鋭
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

掩
業
で
は
、
第
三
者
上
下
脅
テ

l
マ
毎
に
区
分
し
た

上
で
、
毎
澗
講
読
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
シ
」宗
教
、
ど
の
関
係
、

ト
ク
ヴ
イ
ル

の
唯
物
論
的
洞
察
、
多
数
者
の
専
制
、
ど
そ
の
対
策
な
ど

が
テ

l
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
毎
洞
、
担
当
者

が
各
章
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
脅
行
っ
た
上
で
、

日
品
開
土
口
山

一
=-
I

d

争
標
示
す
る
。
テ
キ
ス
ト
や
涌
じ
て
、
大
衆
社
会
の
病

ト
ク
ヴ
イ
ル
の
時
代
、
ど

理
や
「
新
し
い
公
共
」
な
ど
、

共
涌
し
て
現
代
日
本
が
栴
え
る
課
頴
・
問
頴
が
樺
記
さ

ぞ
の
よ
う
な
論
点
に
つ
い
て
、
多
様
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
争
持
つ
号
講
牛
か
ら
は
様
々
な
煮
見
が
出

れ
る
。

き
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
。

小
野
教
授
は
、
落
ち
着
い
た
優
し
い
語
り
口
で
、

ア

キ
ス
ト
の
テ

l
マ
や
受
講
牛
が
標
示
す
る
論
点
に
つ
い

て
補
足
や
コ
メ
ン
ト
争
す
る
。
ぞ
の
血
円
か
な
教
養
に
一
暴

打
ち
き
れ
た
奥
深
い
指
摘
に
、
受
講
牛
は
皆
聞
、
去
、
入
り
、

熟
考
す
る
。

単
に
古
典
、
於
読
む
と

本
一
時
業
の
煮
義
は
、

い
う
ル
」
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
「小
野
教
一
時
ル
」と
ホ

に
」
士
円
典
、
守
読
む
と
い
う
'
ど
こ
ろ
が
本
権
業
の
眼
目
な

の
だ
0

4
{

叉
講
止
しは、

小
野
教
権
と
ル
」ホ
に
士
円
典
、
所
読
む

こ
と
で
、

人
聞
と
し
て

一
皮
む
け
て
社
会
に
出
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
文
責

川
井
コ
一希
子
)

〈

C
S
省
庁
間
関
係
(
佐
伯
英
隆
特
別
教
授
)
〉

「
C

S
省
庁
間
関
係
」
と
い
う
権
業
は
、
ぞ
の
平
板

7

な
名
前
、
ど
は
事
臨
に
中
身
は
甚
だ
ス
リ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
寸

同
s
s
q
b』
.SNEh句作
柄
、

-Fbbえ
え
む
も
て
ぬ
HbbHSR



公共空間

こ
れ
は
偏
に
、
担
当
者
た
る
元
涌
産
官
僚

・
佐
伯
婁
降

教
権
の
な
せ
る
業
で
あ
る
。

本
一
時
業
に
お
い
て
は
、

公
的
機
関
等
の
相
互
作
用

津
聞
に
つ
い
て
の
老
察
青
、
受
講
牛
各
人
が

一
話
完
結

型
で
行
う
。
複
数
省
庁
に
主
た
が
る
政
策
課
頴
に
つ
い

て
、
受
講
止
しが
自
由
に
テ

l
マ
や
漢
ぶ
。
諌
早
湾
の
干

拓
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
尖
閣
諸
島
問
頼
、

高
齢
者
間
頴
等
、
概
ね
時
事
的
な
テ

l
マ
が
中
心
ル
」
な

る
。
約
三
一0
分
間
は
発
表
の
時
間
で
、

残
り

一
時
間
で

消
え
た

佐
伯
教
権
と
号
講
止
しに
よ
る
質
疑
庁
川
容
が
行
わ
れ
る
。

発
表
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
の
三

0
分
間
、
佐
伯
教
師
慢

(左から)佐伯教揮、佐々山APEC室長、受講生

は
目
売
閉
じ
て
黙
っ
て
い
る
。
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
面
体
で

あ
る
事
は
間
違
い
な
い
が
、

さ
は
さ
り
な
が
ら
、

ノf

ツ

と
見
、
寝
て
い
る
様
に
見
え
な
く
ホ
な
い
。

し
か
し
、

さ
す
が
は
プ
ロ
、

受
講
止
し
の
誰
よ
り
ホ
早
く
、
鋭
い
官

問
、
そ
発
表
者
に
つ
去
、
つ
け
る
の
は
常
に
佐
伯
教
掩
そ
の

人
で
あ
る
。
ぞ
の
唐
に
発
表
者
は
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
寸
前

に
な
る
。
主
る
で
発
表
や
聞
く
前
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
内

容
が
全
て
頭
に
入
っ
て
い
る
か
の
如
、
常
鮮
や
か
な
佐
伯

我
々
は
沈
黙
せ
ぎ
る
た
得
な
い

教
権
の
契
つ
訊
み
に
、

の
だ
。一
涌
り
論
点
が
挙
が
っ
た
あ
た
り
か
ら
、

百
戦
練
磨

の
困
士
官
僚
た
る
佐
伯
教
権
が
、
自
身
の
経
験
争
某
に
、

当
該
テ

l
マ
や

一
万
両
断
す
る
。

一
津
の
会
話
等
売
涌

じ
て
、

ぞ
の
槽
菅
強
記
ぶ
り
、

る
事
が
で
台
る
。
以
下

人
脈
の
広
き
や
窺
い
知

ほ
ん
の

一
例
や
一
示
す
。

佐
伯
教
権
は
、
士
円
今
東
西
の
暦
直
上
の
人
物
の
格
言

に
明
る
い
。
本
一
時
業
で
は
ア
ド
ル
フ

・
ヒ
ト
ラ
ー
、

ー
ナ

l
ド

・
シ
ョ

l
、
ジ
ョ

ー
ジ

・
。ハ
ッ
ト
ン
、

土界

屋

太

一
等
の
言
が
引
用
さ
れ
た
。
主
た
、
我
々
私
名
前
売

知
っ
て
い
る
涌
産
省
の
後
輩
が
沢
山
い
る
。
あ
の
村
上

世
彰
氏
、
太
田
一屠
江
氏
、
私
後
輩
で
あ
る
。
因
み
に
、

者
の
事
、
そ

ル
」
呼
ぶ
。

「
せ
し
よ
う
」
、

「ふ
ー
ち
ゃ
ん
」

名
だ
た
る

二
人
弁
か
よ
う
な
あ
だ
名
で
呼
ぶ
ニ
ル
」が
で

去
、
る
の
は
、

日
本
広
し
左
い
え
Y
」
点
、
佐
伯
教
持
た
だ

8
 

7
i
 

主
た
、
佐
伯
教
一
時
は
帆
省
庁
に
ホ
顔
が
利
く
。
一
時
業

一
人
で
あ
ろ
う
。

の

一
四
分
売
活
用
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
外

務
省

A
P
E
C
室
長
の
佐
々
山
拓
山
也
氏
、
青
昭
聴
し
た
。

佐
々
山
氏
か
ら
は
、

昨
年
の
横
浜

A
P
E
C
の
舞
台
裏

等
に
つ
い
て
聴
か
せ
て
頂
い
た
。
菅
総
開
は
、

困
の
メ
ン
ツ
に
か
け
て
、
熱
心
に

A
P
E
C
に
向
け
て

ホ
ス
ト

勅
強
4q
重
ね
て
い
た
ぞ
う
で
あ
る
。

一
時
業
最
終
日
の
夜
は
、
受
講
止
し
土
佐
伯
教
一
時
で
町
に

繰
り
出
し
飲
み
に
行
く
。
居
酒
犀
に
て
、
「
現
在
社
長
弁

務
め
て
い
る
企
業
の
設
立
経
緯
」
な

E
の
ほ
か
、
紙
面

で
は
語
れ
な
い
よ
う
な
教
権
自
身
の
裏
話
や
色
々
聞
か

せ
て
貰
え
た
。

佐
伯
教
援
の
話
、
於
拝
聴
し
て
い
る
と
、
主
る
で
行
政

や
疑
似
体
験
し
て
い
る
様
な
気
分
に
な
る
。
個
々
の
事

例
研
究
か
ら
得
る
知
識
ホ
さ
る
こ
ル
」な
が
ら
、
佐
伯
教

権
自
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
時
代
や
止
し
宍
抜
く
ヒ
ン

ト
脅
得
ら
れ
る
の
が
こ
の
樗
業
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
オ

ノミ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
日
本
の
行
政
の
暦
喧
が
、
佐
伯

教
権
の

一
言
一
言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

(
文
青

三
谷
真
吾
)

両


